
※�地域のお宝とは、親しい繋がりの中で日々営まれる、
集い（お茶のみ、井戸端会議）気遣い（あいさつ、声
かけ、おすそ分け）見守り（カーテンや照明、洗濯物
の様子）手助け（ゴミ出し、買い物）の事です。

　蓬原校区の西馬場自治会において地域のお宝を見つけました。
　毎日、午後から近所の方が自然と集まり、お茶を飲んだり話をして楽しんでいるそうです。
　このような自然な集まりがあることで、お互いを気にかけていらっしゃり、安否確認になっ
ています。毎週水・土曜日には、スーパーきじまさんが移動販売車で来られ、買い物の困りご
とも解消されています。
　地域にはこのような自然と集まっている助け合いや支え合い活動があると思います。生活支
援（地域福祉）コーディネーターは社会資源と言われる地域の良いところを見つけて地域づく
りのヒントにしていきます。ぜひ地域の情報を教えていただければと思います。

地域のお宝
み～つけた‼
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１　
社
協
の
使
命

　

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的

な
団
体
と
し
て
、
地
域
住
民
及
び

福
祉
組
織
・
関
係
者
の
協
働
に
よ

り
地
域
生
活
課
題
の
解
決
に
取
り

組
み
、
誰
も
が
支
え
あ
い
な
が
ら

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

「
と
も
に
生
き
る
豊
か
な
地
域
社

会
」
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を

使
命
と
し
ま
す
。

　

社
協
活
動
の
原
則

　
　

①
住
民
ニ
ー
ズ
基
本
の
原
則

　
　

②
住
民
活
動
主
体
の
原
則

　
　

③
民
間
性
の
原
則

　
　

④
公
私
協
働
の
原
則

　
　

⑤
専
門
性
の
原
則

２　
経
営
理
念

（
１
）�

住
民
を
主
体
と
し
、
住
民
及
び

関
係
機
関
と
の
参
加
・
協
働
に

よ
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現

　

地
域
住
民
、
地
区
社
協
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
）、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業

者
等
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
団
体
・

組
織
の
相
互
理
解
と
協
働
に
よ
り
、

生
活
の
支
援
・
介
護
予
防
活
動
・

社
会
参
加
活
動
等
、
住
民
主
体
の

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

（
２
）�

誰
も
が
人
格
と
個
性
が
尊
重
さ

れ
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
実
現

　

誰
も
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
尊
厳
を
も
っ
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
必
要
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
等
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
日

頃
の
生
活
上
の
困
り
ご
と
や
思
い

を
把
握
し
、
必
要
な
社
会
資
源
の

発
掘
に
我
が
ご
と
と
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

（
３
）�

制
度
等
で
は
解
決
で
き
な
い
困

難
な
生
活
課
題
に
向
き
合
う
相

談
支
援
体
制
の
構
築

　

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯
、

社
会
的
に
孤
立
し
生
き
づ
ら
さ
を

感
じ
て
い
る
世
帯
等
制
度
の
狭
間

に
あ
る
世
帯
に
時
間
を
か
け
て
信

頼
関
係
を
築
き
、
世
帯
・
個
人
に

あ
っ
た
居
場
所
づ
く
り
、
就
労
や

地
域
活
動
等
の
参
加
支
援
、
地
域

と
の
つ
な
ぎ
役
を
担
う
重
層
的
な

支
援
を
す
る
と
と
も
に
、
他
相
談

機
関
等
と
協
働
し
、
あ
ら
ゆ
る
相

談
を
受
け
止
め
る
相
談
支
援
体
制

の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

（
４
）�

持
続
可
能
で
責
任
あ
る
自
律
し

た
組
織
経
営

　

地
域
社
会
に
責
任
を
も
っ
て
貢

献
し
て
い
く
た
め
に
は
、
安
定
し

た
組
織
基
盤
・
財
政
基
盤
が
必
要

で
あ
り
、
社
協
の
特
性
で
あ
る
公

共
性
を
生
か
し
、
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
法
人
と
し
て
、
効
果
的
な

サ
ー
ビ
ス
活
動
・
事
業
に
取
り
組

み
、
持
続
可
能
な
組
織
経
営
を
目

指
し
ま
す
。

３　
経
営
方
針

　

地
域
住
民
に
必
要
と
さ
れ
、
愛

さ
れ
生
き
残
れ
る
社
協
を
つ
く
り

ま
す
。

⃝
�

「
社
協
職
員
に
相
談
し
て
安
心
で

き
た
」
と
喜
ば
れ
る
よ
う
、
市

民
の
困
り
ご
と
の
気
づ
き
と
受

容
力
を
持
ち
、
駆
け
込
み
寺
と

な
る
社
協
を
目
指
し
ま
す
。

⃝
�

職
員
と
苦
情
を
宝
と
し
社
協
活

動
、
事
業
の
差
別
化
を
図
り
ま

す
。

⃝
�

事
業
収
支
の
把
握
、
事
業
効
果

と
コ
ス
ト
評
価
を
行
い
、
事
業

毎
の
自
立
し
た
経
営
を
目
指
す

こ
と
に
よ
り
、
財
政
基
盤
の
強

化
を
し
ま
す
。

４　
令
和
５
年
度
重
点
目
標

（
１
）
法
人
運
営
の
基
盤
強
化

　

感
染
症
対
策
や
自
然
災
害
の
備

え
と
し
て
、
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
に
基
づ
き
、
利
用
者
を
は

じ
め
職
員
及
び
そ
の
家
族
の
安
全

を
確
保
し
、
社
協
の
活
動
・
介
護

事
業
の
継
続
が
で
き
る
体
制
を
整

え
ま
す
。

　

ま
た
、
職
位
ご
と
の
役
割
を
明

確
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
責
を

理
解
し
、
遂
行
で
き
る
よ
う
組
織

体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

職
員
研
修
計
画
に
基
づ
き
、
社

協
理
念
を
理
解
し
社
協
職
員
と
し

て
あ
り
た
い
姿
を
明
確
化
し
て
い

く
た
め
、
全
職
員
対
象
研
修
、
階

層
別
研
修
、
部
署
毎
の
専
門
職
別

研
修
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
資

格
取
得
の
奨
励
に
よ
り
職
員
の
質

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

（
２
）
地
域
福
祉
の
推
進

（
地
域
福
祉
活
動
推
進
部
門
）

　

地
域
福
祉
事
業
で
は
、「
福
祉
な

ん
で
も
相
談
所
」
に
お
い
て
、
あ

ら
ゆ
る
相
談
を
丸
ご
と
受
け
止
め
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る

居
場
所
づ
く
り
・
身
近
な
地
域
に

お
け
る
共
助
の
取
組
が
活
性
化
で

き
る
地
域
づ
く
り
事
業
、
更
に
、

地
域
住
民
の
主
体
的
な
活
動
に
繋

げ
て
い
く
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
相
談
支
援
部
門
）

　

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
広
報
や

相
談
受
付
、
ま
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
援
助
・
金
銭
管
理
等
の
支
援

に
よ
り
権
利
擁
護
を
図
り
、
日
常

令
和
５
年
度　
事
業
計
画

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会 

理
念

共
に
さ
さ
え
あ
い

　

笑
が
お
で
暮
ら
せ
る

　
　

地
域
を
め
ざ
し
て
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生
活
に
不
安
の
あ
る
方
が
安
心
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
特
例
貸
付
の
償
還
が
始

ま
り
、
困
窮
世
帯
を
早
期
に
支
援

す
る
た
め
訪
問
等
に
よ
る
状
況
把

握
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
、
し

ぶ
し
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ

ま
わ
り
」（
自
立
相
談
支
援
機
関
）

へ
つ
な
ぐ
支
援
体
制
を
構
築
し
ま

す
。

　

し
ぶ
し
生
活
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
相
談
者
に
寄
り
添
い

困
り
ご
と
解
決
に
向
け
た
支
援
を

行
い
、
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
て
相
談
者
の
自
立
と
尊

厳
の
確
保
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
の
制
度
及
び
機
関

に
お
い
て
受
け
入
れ
が
困
難
な
要

支
援
者
に
対
し
、
居
場
所
や
活
動

の
場
と
す
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
や

就
労
体
験
事
業
の
充
実
等
に
よ
り

社
会
参
加
で
き
る
場
を
広
げ
、
社

会
と
の
繋
が
り
の
あ
る
環
境
を
整

え
ま
す
。

（
３
）�

介
護
保
険
事
業
・
障
害
者
総
合

支
援
事
業
の
取
り
組
み

　

法
令
遵
守
の
も
と
、
職
員
一
人

ひ
と
り
が
十
分
に
能
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
専
門
性
を
高
め
る
た
め

の
研
修
を
継
続
的
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
事
業
を
支
え
る
職
員
が
働

き
や
す
く
や
り
が
い
を
感
じ
る
環

境
改
善
に
努
め
介
護
職
員
の
定
着

に
努
め
ま
す
。

　

平
時
か
ら
災
害
や
感
染
症
対
策

と
し
て
、事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

に
基
づ
き
、
迅
速
に
支
援
を
す
す

め
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
体
制

整
備
に
努
め
ま
す
。

　

法
人
理
念
の
も
と
、
地
域
で
暮

ら
す
市
民
の
た
め
、
丁
寧
な
対
応

を
心
掛
け
各
部
署
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
積
極
的
か
つ
柔
軟
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
安
定
し
た
事
業

経
営
を
目
指
し
ま
す
。

（
４
）
財
政
基
盤
の
強
化

　

担
当
職
員
・
事
業
主
任
が
事
業

進
捗
状
況
や
事
業
効
果
の
把
握
に

加
え
、
月
毎
の
収
支
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員
全
員
で

経
営
を
意
識
し
た
事
業
推
進
を
行

い
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
強
化

に
努
め
ま
す
。

　

介
護
報
酬
改
定
等
に
よ
る
加
算

要
件
等
を
取
得
で
き
る
体
制
を
整

え
、
法
人
内
介
護
事
業
所
が
定
期

的
に
戦
略
会
議
を
開
催
し
、
事
業

所
が
連
携
し
た
介
護
報
酬
の
安
定

を
図
り
ま
す
。

収 入
２７７，９４５千円
（単位：千円）

支 出
２７７，９４５千円
（単位：千円）
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その他の収入
121千円
0.04%

受取利息
2千円
0.01%

前期末支払資金残高
49,875千円
17.94%

障害福祉
サービス等事業
19,509千円

7.02%

会費
2,480千円
0.89%

負担金
122千円
0.04%

その他の活動
6,654千円
2.39%

積立資産
625千円
0.23%

当期末支払資金
残高

52,044千円
18.73%

予備費
1,000千円
0.36%

助成金
2,695千円
0.97%

共同募金
配分金事業費
4,043千円
1.45%

貸付事業支出
400千円
0.14%

事務費
16,471千円

5.93%

人件費
161,142千円

57.98%

事業費
32,749千円
11.78%

寄附金
2,394千円
0.86%

経常経費補助金
70,700千円
25.44%

介護保険事業
66,676千円
23.99%

受託金
64,937千円
23.36%

貸付事業
400千円
0.14%

事業収入
851千円
0.31%



通
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

地
域
の
集
い
の
場
の
発
掘

「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
か
ら
み

え
て
き
た
こ
と
」

　

私
た
ち
の
住
む
日
本
で
は
、
高
齢
化

の
中
で
人
口
減
少
が
進
行
し
、福
祉
ニ
ー

ズ
も
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
に
よ
る
担
い
手
の
不
足
や
、

血
縁
、
地
縁
と
い
っ
た
つ
な
が
り
が
弱

ま
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
国
で
は
人

と
人
、
人
と
社
会
が
つ
な
が
り
支
え
合
う

取
り
組
み
が
生
ま
れ
や
す
い
よ
う
な
環
境

を
整
え
る
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
会
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
背

景
を
踏
ま
え
、
お
互
い
に
支
え
合
え
る

地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
地
域
に
お
け

る
支
え
合
い
活
動
や
助
け
合
い
活
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
各
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
活

動
や
、
支
え
合
い
の
仕
組
み
作
り
に
向
け

た
取
り
組
み
、
支
え
合
い
の
意
識
醸
成
の

た
め
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

支
え
合
い
の
ま
ち
、
志
布
志
市
へ

～
志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
～

　

支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
と
は
、
地
図

を
広
げ
地
域
の
こ
と
を
話
し
合
う
手
法

の
一
つ
で
す
。
通
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
に
お
い
て
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
実
施

し
、
人
が
自
然
と
集
ま
り
や
す
い
場
所
や

人
と
人
の
つ
な
が
り
な
ど
を
『
見
え
る
化
』

す
る
こ
と
で
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
地
域
の
集
ま
る
場
」「
特
技
を
持
っ
て

い
る
人
」「
お
世
話
好
き
な
人
」
な
ど
の

地
域
の
社
会
資
源
と
な
る
人
、
場
所
な

ど
を
新
発
見
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

マ
ッ
プ
づ
く
り
を
開
催
す
る
目
的
は
、
地

域
に
お
住
ま
い
の
方
々
が
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。
下

通
山
自
治
会
に
お
け
る
マ
ッ
プ
づ
く
り

を
開
催
し
た
際
に
、「
お
茶
出
し
な
ど
の

お
手
伝
い
は
で
き
る
わ
」「
特
技
を
も
っ

て
い
る
人
が
い
る
」「
一
人
暮
ら
し
の
方

を
集
い
の
場
に
誘
っ
て
み
よ
う
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
、
そ
う
い
っ
た
思
い
を
実

現
さ
せ
る
た
め
に
社
協
の
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
地
域
の
方
と
一
緒
に

な
っ
て
、
新
た
な
集
い
の
場
の
開
設
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
４
月
に
第
１
回
目
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
の
サ
ロ
ン
と
し

て
今
後
も
居
場
所
づ
く
り
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
初
回
の
開
催
は
参
加
者
が
集

ま
る
か
心
配
で
し
た
が
、
８
名
の
参
加
者
が

来
ら
れ
、
年
間
計
画
な
ど
を
皆
さ
ん
で
話
し

合
い
ま
し
た
。「
〇
月
の
内
容
は
体
操
に
し

よ
う
か
！
」「
調
理
実
習
も
あ
れ
ば
楽
し
い

か
も
！
」
な
ど
参
加
者
自
身
が
講
師
に
な
る

企
画
も
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
か
ら
始
ま
っ
た

地
域
づ
く
り
大
作
戦
が
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
っ
て
発
展
し
て
い
き
ま
す
。
だ
れ
で

も
主
役
に
な
れ
る
地
域
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議

会
は
今
後
も
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域

の
や
り
方
で
進

め
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う

に
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

しもついやまの集い（１回目）

まずは地域を
実際に見て回る

1

チラシ作成

2

参加者を募るために
チラシ配布

3

　

３
月
27
日
（
月
）
志
布
志
市
健

康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
て
鹿
児
島

県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
基
金
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
会
員

の
善
意
に
よ
る
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

基
金
を
、
福
祉
に
役
立
て
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
志
布
志
市
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
木
幡
一
夫

常
任
理
事
よ
り
目
録
の
贈
呈
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
基
金
よ
り
、

輪
投
げ
２
セ
ッ
ト
、
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ

タ
ー
２
セ
ッ
ト
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
１
台
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
１
台
を

購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
サ
ロ
ン

活
動
等
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
寄
附
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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本人に代わって成年後見人等が預貯金
や不動産などの財産管理、介護サービ
スなどの利用に関する手続きや契約等
を支援していきます。

◦�物忘れがひどく通帳やお金の
管理が不安…
◦�入院することになったり介護
が必要になったりした時の手
続きを一人でできるか心配…

お金の管理や様々な契約が難しい

あなたやあなたの周りの方で
こんな困りごとはありませんか？

成年後見制度を利用することで
このようにして財産や権利を守ることができます

相談無料
成年後見制度を

ご存じですか？

志布志市成年後見支援センター

※成年後見制度についてお聞きしたいことなどありましたら、
お気軽にお問合せください。

【お問合せ先】  志布志市成年後見支援センター（志布志市社会福祉協議会）
〒899-7103  志布志市志布志町志布志3222-1  志布志市健康ふれあいプラザ内

電 話  ０９９- ４７２- １８００ ／ ＦＡＸ  ０９９- ４７２- １５９３
※ご自宅等でのご相談もお受けします。 担当　柳井谷、岩坂

成年後見人等に与えられた権限によっ
て、本人が成年後見人等の同意を得な
いで結んだ契約は取り消すこともでき
るので悪徳
商法等のト
ラブルを防
ぐことがで
きます。

◦�認知症で一人暮らしの母親が訪問販売や振
込詐欺などの悪徳商法にだまされないか心
配…

悪徳商法にだまされそう

障がいによる判断能力低下によって自
分では財産の管理や遺産分割の協議、
施設入所などの契約や支払いなどが難
しい人に代わって財産管理や様々な手
続きを行い、暮らしやすい生活をサポー
トします。

◦�自分たち親も高齢になり、
知的障がいのある息子の今
後の生活が心配…

判断能力に心配がある子どもの
今後が不安

判断能力が十分あるうちに、信頼でき
る人と支援内容に関する契約を交わし
ておいて、判断能力低下後にその人に
財産管理などを任せることができます。
（任意後見制度）◦�今は元気だけど将来自分が認知症になった

時に財産管理が不安…
◦�身寄りがなく、将来信頼できる人に自分の
ことを支援してくれる人を頼みたい

自分の老後の財産管理などが心配

（5） ■ 2023.5ささえあい



香月小学校  １年
蛭子  珠羽さん

香月小学校  ２年
近藤  佑真さん

香月小学校  ２年
仲宗根 昌泉さん

ポイント

ボランティア ポイント
   olunteer  point

　小・中高生がボランティア活動や地域活動を行った時に、「ふれあいボランティア活動カード」に押印を
もらい、ポイントをためていく活動です。
※学校と学年はポイント認定された時のものです。

香月小学校  ３年
田之上 釉美さん

香月小学校  ３年
濵野  愛華さん

香月小学校  ３年
大和  諒太さん

香月小学校  ３年
津代  琉唯さん

香月小学校  ２年
岡村  駿助さん

香月小学校  ２年
窪田  旭陽さん

香月小学校  ２年
中山  隼斗さん

香月小学校  ３年
岡脇  紫乃さん

香月小学校  ３年
中西  虹心さん

香月小学校  １年
德井  瑠要さん

香月小学校  １年
末満  雅也さん

香月小学校  １年
谷口 ひまりさん

香月小学校  １年
谷口  ももさん

香月小学校  １年
福元  祐奏さん

香月小学校  １年
竹井  仁紀さん

香月小学校  ４年
荒川  凰介さん

香月小学校  ４年
前田  奈緒さん

志布志小学校  ３年
岩切  寧音さん

10
ポ
イ
ン
ト

☆
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ス
☆達

成

ふれあいボランティア活動

20
ポ
イ
ン
ト

☆
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
☆達

成
香月小学校  ４年

塚脇 このみさん
香月小学校  ４年
松元  梨琉さん

尾野見小学校  ３年
木之下 果花さん

志布志小学校  ６年
岩切  敦音さん

香月小学校  ３年
松清  敦功さん

香月小学校  ３年
今村  彗里さん

香月小学校  ３年
山之内 愛璃さん

香月小学校  ２年
大坪  煌季さん

香月小学校  ２年
大坪  柚稀さん

香月小学校  ２年
松村  雄飛さん

香月小学校  ２年
竹山  晴貴さん

香月小学校  ２年
池村  瑛音さん

香月小学校  ２年
上田  怜來さん

潤ケ野小学校  ２年
川原  秀斗さん

香月小学校  ２年
中島　陸さん

90
ポ
イ
ン
ト

☆
達
人
ク
ラ
ス
☆

達
成

50
ポ
イ
ン
ト

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ラ
ス
☆

達
成

森山小学校  ２年
一木 妃由利さん

香月小学校  ２年
崎元  心花さん

伊﨑田小学校  ３年
室田  麻陽さん

野神小学校  ６年
山重 かんなさん

志布志小学校  ３年
末野  愛花さん

香月小学校  ２年
草野  真臣さん

30
ポ
イ
ン
ト

☆
パ
ー
ル
ク
ラ
ス
☆達

成

40
ポ
イ
ン
ト

☆
プ
ラ
チ
ナ
ク
ラ
ス
☆

達
成

香月小学校  ２年
市來  優楽さん

潤ケ野小学校  １年
樋口  志穂さん

香月小学校  １年
飛松  愛虎さん

香月小学校  １年
結城  莉煌さん

森山小学校  １年
徳重  歩武さん

香月小学校  １年
千代留 結芽さん

森山小学校  １年
永吉  夢空さん

香月小学校  ２年
宮本  愛蘭さん

安楽小学校  ３年
迫田  海翔さん

ふ
れ
あ
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

カ
ー
ド�

◀

できることから
始めて
みよう♪

令和５年度達成分より
活動認定証の種類が変更となります。

くわしくは社協まで
お問い合わせください。
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５月は日本赤十字会員増強月間です。お寄せいただいた活動
資金は赤十字活動を通じて地域に還元しています。
また、志布志市だけでなく国内外問わず様々なところでも使われています。
※�義援金は活動資金に含まれておりません。（被災地へ全額をお届けして
います。）

非常食炊き出し訓練

救援物資

地域高齢者生活支援事業

義援金受付

　活動資金のご協力は、日赤志布志市地区（志布志市社会福祉協議会本所・各支所）にて受け付けてお
ります。義援金も受け付けておりますので、引き続き皆様のあたたかいご支援をお願いします。
　受付救援金
　①ウクライナ人道危機救援金� 受付期間：令和６年３月３１日（日）まで
　② 2023年トルコ・シリア地震救援金� 受付期間：令和５年５月３１日（水）まで

（一部抜粋）

あなたのやさしさを赤十字に

日本赤十字社の活動内容 志布志市地区の活動の様子

災害救護
活動

青少年赤十字
活動

救急法等
講習会

国際救援
活動

赤十字奉仕団
活動

看護師
養成
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社
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祉

協
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（

志
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健
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ふ
れ

あ
い

プ
ラ

ザ
）

 
〒

899-7103 志
布

志
市

志
布

志
町

志
布

志
3222-1

TEL：
099-472-1800　

　
FAX：

099-472-1593
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

http://shibushi-syakyo.jp/
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

：
info@

shibushi-syakyo.jp
さ

さ
え

あ
い

香
典
返
し
寄
附
金

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金

ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震
救
援
金

篤
志
寄
附
金

物
　
品
　
寄
　
附

　

次
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
の
お

礼
に
か
え
て
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
寄
附
は
、
志
布
志
市
の
地
域
福

祉
向
上
の
た
め
に
有
意
義
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
５
年
４
月
30
日
ま
で
）

自
治
会
名　

寄
附
者
名　

物
故
者
名

（
敬
称
略
）

下
西
谷　

西
村
弘
子　

故
正
道

串
間
市　
谷
口
エ
ツ
子　

故
山
川
カ
ヲ

一
丁
田　

原
田
和
子　

故
喜
久
男

松　

波　

平
田
広
則　

故
行
廣

大　

原　

重
留
瑞
江　

故
井
久
保
雅
子

寿　

町　
藤
丸
エ
ツ
子　

故
荒
木

坂
ノ
上　

柳　

良
一　

故
久
子

天　

神　
　

矢
哲
子　

故
國
男

宮　

内　

竹
永
郷
子　

故
堅
太
郎

弓　

里　

津
曲
幸
江　

故
福
山
ミ
ヱ
子

志
布
志
町　

寺
園
智
江　

故
山
中
キ
ヨ
子

東
横
尾
下　
久
冨
フ
ミ
子　

故
進

上
天
神　
　

抜　

彰　

故
千
枝
子

北
大
原　

肥
田
明
子　

故
稔

山　

裾　
坪
田
幸
一
郎　

故
俊
夫

井
久
保　
井
久
保
久
男　

故
ツ
ユ

下
大
黒　
上
村
ノ
リ
子　

故
宮
内
キ
ヨ
子

上
有
明　
岡
留
伊
知
郎　

故
伊
壽
男

上
志
布
志
屋
敷　

小
林
健
一　

故
ミ
ツ
ヱ

高　

札　

坂
元
新
人　

故
一
子

夏　

井　

加
藤
節
子　

故
達
也

串
間
市　

門
村
裕
久　

故
照
子

西
弓
場
ヶ
尾　

西
元
義
治　

故
千
枝
子

興　

和　

藤
田
武
文　

故
ム
ツ
子

大　

諏　

竹
崎
俊
則　

故
フ
ミ

南
大
原　

山
口
文
枝　

故
節
雄

町　

原　
有
限
会
社
政
盛
建
設　

故
尖
政
盛

鎌　

石　

上
野
喜
信　

故
信
一

西
横
尾
下　
山
本
智
津
子　

故
前
田
初
男

上
志
布
志
屋
敷　

永
野
隼
人　

故
テ
チ
子

西
夏
井　
若
松
ア
サ
子　

故
國
政

平　

床　

西
フ
ミ
子　

故
彦
幸

宝　

満　
外
牧
い
ち
子　

故
啓
介

上
大
黒
二
丁
目　

竹
山　

守　

故
玲
子

平　

床　
西
江
園
英
子　

故
三
藏

町　

原　

髙
橋
信
一　

故
信
義

福
島
渡　
下
出
廣
太
郎　

故
安
廣

毛
穴
野　

佐
藤
之
重　

故
シ
ケ
子

二
反
野　

鹿
島
時
子　

故
弘
美

志
布
志
町　
小
久
保
正
博　

故
カ
ス
ミ

池　

野　
内
村
チ
ド
リ　

故
俊
實

上
大
黒　
税
所
百
合
子　

故
弘
廣

今
別
府　

池
野
節
子　

故
ヒ
デ
子

上
天
神　

小
窪
康
男　

故
シ
ヅ

牧　

野　

牧
田
幸
男　

故
正
夫

高　

浜　

岡
留
晴
文　

故
孝
子

久
木
迫　
久
木
迫
善
之　

故
藤
良

市　

外　

平
原
優
子　

故
屋
附
喜
久
男

重　

田　
久
木
井
洋
子　

故
和
昭

元
平
山　

原
田
文
昭　

故
フ
ミ

菅
牟
田　
坂
口
美
津
男　

故
ミ
エ
子

西　

下　

池
坂
良
一　

故
ミ
ツ
子

伊
﨑
田
中
野　
中
水
ヒ
ロ
ミ　

故
昭
美

通　

山　

川
野
秀
子　

故
雄
幸

押
切
西　
仲
地
美
那
子　

故
唯
謹

野　

吉　

隅
元
浩
美　

故
ミ
エ

片　

平　

宮
地
辰
也　

故
勝
昭

下
通
山　
中
島
ナ
ミ
子　

故
義
治

南　

中　

隈
元
純
子　

故
伸
一

新
橋
大
谷　

谷
山　

茂　

故
セ
ツ
子

川　

中　
阿
瀬
知
ヤ
ス
子　

故
冨
士
男

新
西
中　
内
野
々
正
人　

故
京
子

川　

端　

假
屋
博
士　

故
絹
枝

有　

野　

山
ノ
内
哲　

故
チ
エ

駅
通
り　

原
口
克
代　

故
貞
雄

　

次
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
の

方
々
よ
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
、
有
意

義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
５
年
４
月
30
日
ま
で
）

（
敬
称
略
）

・
尖
ロ
サ
リ
ン
ダ

１
０
，
０
０
０
円

・
桑
鶴
電
気
管
理
事
務
所

２
０
，
０
０
０
円

・
志
布
志
市
商
工
会
女
性
部

２
０
，
０
０
０
円

・
志
布
志
市
商
工
会
青
年
部

２
７
，
１
５
０
円

　
（
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
５
年
４
月
30
日
ま
で
）

（
敬
称
略
）

・
志
布
志
老
人
ク
ラ
ブ

タ
オ
ル
多
数

・
宮
城
孝
志

　

�

人
参�
段
ボ
ー
ル
17
箱

・
志
布
志
こ
ど
も
食
堂

　

�

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
２
箱
他
・

国
産
若
鶏
肝
１
箱
・
非
常
食
セ
ッ

ト
・
完
全
カ
レ
ー
メ
シ
各
10
箱
・

果
汁
グ
ミ
12
箱
他

・
内
村
産
業

　

�

人
参�

段
ボ
ー
ル
４
箱

・
志
布
志
市

　

�

五
目
ご
飯
３
箱
・
わ
か
め
ご
飯
５
箱

・
大
隅
芝
園

　

�

大
根�

段
ボ
ー
ル
２
箱

（
令
和
４
年
３
月
２
日
～

令
和
５
年
４
月
30
日
受
付
分
）

　

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額

２
６
６
，
６
６
５
円

（
令
和
５
年
２
月
15
日
か
ら

令
和
５
年
４
月
30
日
ま
で
）

（
敬
称
略
）

・
株
式
会
社
ア
ト
ム

２
０
０
，
０
０
０
円

・
市
役
所
本
庁
救
援
金
箱

３
，
１
７
６
円

・
ア
ユ
ム
設
計
事
務
所

５
０
，
０
０
０
円

・
市
役
所
松
山
庁
舎
救
援
金
箱

１
，
９
４
２
円

・
市
役
所
有
明
庁
舎
救
援
金
箱

１
６
，
５
０
５
円

（
令
和
５
年
２
月
15
日
～

令
和
５
年
４
月
30
日
受
付
分
）

　

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額

２
７
１
，
６
２
３
円

・
宮
内
春
芳

　

�

大
根
30
本
・
新
玉
ね
ぎ
31
個

・
有
馬
文
雄

　

�

お
米
10
㎏�

２
袋

・
志
布
志
市
商
工
会
女
性
部

　

�

お
米
５
㎏
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー

メ
ン
１
ダ
ー
ス
他
43
点
・
Ｔ
シ
ャ

ツ
・
ト
レ
ー
ナ
ー
・
フ
ェ
イ
ス

タ
オ
ル
他
６
点

・
牧
山
啓
子

　

�

絵
本
・
ぬ
い
ぐ
る
み
・
玩
具
他

20
点
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
83
房

・
馬
場
與
市

　

�

大
根
16
本
・
白
菜
10
個

・
匿
名
希
望
（
多
数
）

　

�

イ
ン
ス
タ
ン
ト
味
噌
汁
・
上
煎
茶
・

ふ
ぐ
茶
漬
・
磯
の
り
と
ろ
ろ
・
チ

キ
ン
ラ
イ
ス
の
素
・
コ
コ
ナ
ッ
ツ

サ
ブ
レ
・
ア
ル
フ
ァ
ー
白
飯
・
さ

ば
缶
詰
・
濃
厚
カ
レ
ー
・
ぶ
っ
こ

み
飯
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
・
マ
ル

ち
ゃ
ん
正
麺
・
赤
い
き
つ
ね
・
緑

の
た
ぬ
き
・
ミ
ニ
カ
ー
・
ポ
ー
チ
・

Ｙ
シ
ャ
ツ
・
枕
カ
バ
ー
・
タ
オ
ル

セ
ッ
ト
・
紳
士
肌
着
・
紳
士
靴
下
・

軍
手
・
帽
子
他
多
数

（
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
５
年
４
月
30
日
ま
で
）

（
敬
称
略
）

・
市
役
所
本
庁
救
援
金
箱

５
，
８
５
０
円

・
蓬
の
郷�

８
，
１
７
６
円

・
プ
ラ
ザ
募
金
箱�

51
円

・
市
役
所
有
明
庁
舎
救
援
金
箱

５
，
２
６
０
円

・
市
役
所
松
山
庁
舎
救
援
金
箱

７
，
２
７
１
円

皆
様
の
善
意
に

感
謝
い
た
し
ま
す

※�

こ
の
救
援
金
の
受
付
期
間
は
、

　

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

※�

こ
の
救
援
金
の
受
付
期
間
は
、

　

令
和
５
年
５
月
31
日
ま
で
で
す
。 代表��柿元�俊郎様
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有
明
地
区
受
付

有
明
地
区
受
付

志
布
志
地
区
受
付

志
布
志
地
区
受
付

松
山
地
区
受
付

松
山
地
区
受
付

有
明
地
区

志
布
志
地
区

志
布
志
地
区
受
付

松
山
地
区

志
布
志
地
区
受
付

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー「
ひ
ま
わ
り
」受
付


